
議
員
福
祉
安
心
電
話
事
業

の
概
要
と
現
状
、
課
題
は
。

答
事
業
は
平
川
市
社
会
福

祉
協
議
会
へ
委
託
し
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
等
の
自
宅
に
緊

急
通
報
装
置
を
設
置
し
、
緊

急
事
態
に
24
時
間
対
応
す
る

も
の
で
、
市
全
体
の
設
置
台

数
は
77
台
で
す
。
固
定
電
話

の
加
入
減
少
に
伴
う
利
用
者

の
減
少
、
通
報
に
対
応
す
る

協
力
員
の
確
保
が
課
題
で
す
。

ま
た
、
24
時
間
体
制
で
あ
る

こ
と
や
責
任
の
重
さ
な
ど
か

ら
、
協
力
員
の
確
保
が
徐
々

に
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
緊
急
時
の
流
れ
は
。

答
緊
急
通
報
ボ
タ
ン
が
押

さ
れ
る
と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

に
つ
な
が
り
、
通
報
者
が
状

況
説
明
を
し
て
、
救
急
要
請

や
協
力
員
要
請
な
ど
が
判
断

さ
れ
ま
す
。
緊
急
通
報
ボ
タ

ン
が
押
さ
れ
て
も
通
話
が
で

き
な
い
と
き
は
、
協
力
員
や

市
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
駆

け
つ
け
要
請
が
あ
り
ま
す
。

議
員
民
間
事
業
者
が
行
う

サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
が
、
事
業

継
続
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答
本
事
業
に
は
、
悩
み
相

談
が
で
き
る
機
能
が
あ
る
ほ

か
、
近
隣
住
民
等
に
よ
る
支

援
・
協
力
体
制
が
整
備
さ
れ

る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
こ
と
か

ら
も
、
事
業
は
維
持
し
て
、

民
間
移
行
は
慎
重
に
行
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

水
みず
木
き
悟
さと
志
し
�議員

福祉安心電話事業

質 問 事 項 質問議員 ページ
福祉安心電話事業 水木　悟志 P6
中学生へのピロリ菌検査 水木　悟志
豪雪による農業被害と対応策 福士　　稔 P7
不登校児童生徒 福士　　稔
りんごの不受精花対策 福士　　稔
平川市20周年記念事業 齋藤　　剛 P7
大雪時の対応 葛西　厚平
ふるさと納税の寄附を活用した事業 葛西　厚平
りんごの病害虫発生防止対策 葛西　厚平 P8
マイナ保険証の普及 葛西　厚平
平川市デマンド交通「のらっさ」 齋藤　律子
ＰＦＡＳと水の安全 齋藤　律子 P8
会計年度任用職員と時間外労働 齋藤　律子
地方創生2.0平川市の未来を切
り拓くまちづくり戦略Ver.1 齋藤　律子

市内外国籍者への支援 佐藤　　保 P9
高齢者を地域で支える体制整備 佐藤　　保
小・中学生のスマホ利用 佐藤　　保
今冬の除雪体制 佐藤　　保
町会運営 葛西　勇人
地域運営組織（ＲＭＯ） 葛西　勇人
地域コミュニティーの将来像 葛西　勇人 P9
避難所環境の改善 中畑一二美 P10
小・中学校や体育館のトイレの洋式化 中畑一二美
水道管の老朽化対策 中畑一二美
認知症対策 中畑一二美
平川市の道路施工・維持管理 北山　弘光 P10
５歳児健康診査（集団健診） 石田　昭弘
保護者連絡システム 石田　昭弘
豪雪対策 石田　昭弘
除排雪について 石田　昭弘 P11

平川市の今とこれから

一般質問
　平川市のいろいろな課題等について、議員が市に考
えを聞くのが一般質問。
　全質問項目は下表のとおりです。
　議会だよりでは、質問した議員ごとに１項目を抜
粋・要約して記載しております。

今回は10名の議員が質問しました

平川市議会会議録

一般質問一般質問の全文は平川市ホームページで読むことができます。
インターネットで「平川市議会　会議録」と検索するか
QRコードをご利用ください。

取り付ける緊急通報装置

事業の現状と今後は

ひらかわ市議会だより 第78号 6



議
員
豪
雪
に
よ
る
農
業
被

害
は
、
雪
解
け
で
被
害
の
全

容
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
被
害
が
見
え
る

と
考
え
る
。
市
の
さ
ら
な
る

支
援
策
の
考
え
は
。

答
県
主
催
の
中
南
地
域
果

樹
会
議
で
、
４
月
中
旬
に
県
、

市
、
Ｊ
Ａ
合
同
の
被
害
調
査

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
調

査
結
果
と
国
・
県
の
支
援
事

業
を
踏
ま
え
、
農
業
者
か
ら

の
要
望
を
整
理
し
て
検
討
し
、

議
員
令
和
８
年
１
月
１
日

を
も
っ
て
、
平
川
市
が
誕
生

し
て
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
が
、
市
で
は
記
念
事

業
と
し
て
ど
の
よ
う
な
内
容

を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答
令
和
７
年
度
に
、
平
川

市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業

や
、
市
の
特
性
を
生
か
し
、

市
を
元
気
に
す
る
事
業
、
20

年
の
市
の
歩
み
を
再
認
識
す

る
事
業
な
ど
の
市
制
施
行
20

周
年
記
念
事
業
を
行
う
こ
と

今
後
も
農
業
者
の
生
産
意
欲

を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
、
支

援
策
を
検
討
し
ま
す
。

議
員
山
間
地
域
で
は
味
の

よ
い
り
ん
ご
が
多
く
生
産
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
な
対

策
が
必
要
と
考
え
る
。
各
関

係
団
体
と
連
携
し
た
除
雪
体

制
の
状
況
は
。

答
農
道
除
雪
組
合
な
ど
と

調
整
し
豪
雪
時
の
協
力
体
制

が
整
う
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

議
員
豪
雪
被
害
災
害
救
助

と
し
、
事
業
実
施
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

記
念
式
典
や
祝
賀
会
を
開
催

す
る
ほ
か
、
市
制
施
行
20
周

年
を
記
念
し
た
動
画
制
作
や
、

当
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
を
テ
ー
マ
と
し
た
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
の
開
催
、
動
物
の

姿
に
仮
装
し
た
音
楽
家
に
よ

る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
平
川
市
の
過
去

を
振
り
返
る
写
真
展
の
開
催

法
が
適
用
さ
れ
る
状
況
で
は

特
例
を
設
け
て
対
処
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
補
植

苗
の
対
策
も
検
討
し
、
ま
ず

は
早
い
対
処
が
重
要
で
あ
る
。

一
日
で
も
早
く
再
生
す
る
形

を
望
む
。
４
月
に
は
放
任
園

対
策
事
業
に
集
中
す
る
状
況

を
念
頭
に
、
園
地
再
生
は
あ

ら
ゆ
る
努
力
を
し
て
、
生
産

量
を
落
と
さ
ず
山
間
地
域
の

味
の
よ
い
り
ん
ご
を
残
す
こ

と
が
基
本
と
考
え
る
。

も
予
定
し
て
お
り
、
市
制
施

行
20
周
年
と
な
る
節
目
の
年

を
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

お
祝
い
を
し
、
分
か
ち
合
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
動
画
は
ど
の
よ
う
な

形
で
市
民
へ
提
供
さ
れ
る
の

か
。

答
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
形
態

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
長
期

に
閲
覧
で
き
る
よ
う
配
慮
し

て
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
ふく
士
し
　稔

みのる
�議員

豪雪による農業被害と
対応策

齋
さい
藤
とう
　剛

たけし
�議員

平川市20周年
記念事業

一般質問

被害のあった果樹写真コンテストやブラスバンドコンサートを予定しています

一日でも早く再生できる
ような対応を求める

20周年を記念した
取り組みは
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議
員
当
市
の
水
道
水
は
、

平
賀
、
尾
上
地
域
は
津
軽
広

域
水
道
企
業
団
か
ら
、
碇
ヶ

関
地
域
は
久
吉
ダ
ム
水
道
企

業
団
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
る
。

両
企
業
団
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
※
２

の
検
査
状
況
は
。

答
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
代
表
的
な

物
質
で
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
、
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
を
、
両
企
業
団
と
も

年
１
回
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
機
器
で
測

れ
る
最
低
値
未
満
で
す
。

議
員
小
国
、
葛
川
地
区
の

簡
易
水
道
、
平
六
、
大
木
平

地
区
の
小
規
模
水
道
で
は
検

査
を
実
施
し
て
い
る
か
。

答
現
在
は
検
査
し
て
い
ま

せ
ん
。

議
員
市
で
管
理
し
て
い
る

施
設
に
も
関
わ
ら
ず
、
検
査

を
行
わ
な
い
理
由
は
。

答
現
在
は
検
査
の
実
施
に

法
的
義
務
が
な
い
た
め
で
す
。

国
で
は
、
定
期
の
水
質
検
査
や

基
準
超
過
の
改
善
策
な
ど
を
水

道
法
で
義
務
付
け
る
方
針
の
た

め
、
国
の
法
整
備
に
合
わ
せ
て

実
施
す
る
考
え
で
す
。

議
員
飲
み
水
に
対
す
る
市

民
の
不
安
が
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
検
査
を
し
な
い
政
治
姿

勢
に
疑
問
を
覚
え
る
。
市
民

の
不
安
を
受
け
止
め
、
安
心

の
た
め
に
義
務
化
を
待
た
ず

に
検
査
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
再
度
協
議
し
て
、
検
査

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
。

齋
さい
藤
とう
律
りつ
子
こ
�議員

議
員
り
ん
ご
の
大
き
な
輸

出
先
で
あ
る
台
湾
で
は
植
物

検
疫
が
厳
し
く
、
モ
モ
シ
ン

ク
イ
ガ
の
寄
生
が
発
見
さ
れ

た
場
合
は
輸
出
が
停
止
と
な

り
、
り
ん
ご
生
産
者
に
と
っ

て
大
打
撃
と
な
る
。
モ
モ
シ

ン
ク
イ
ガ
の
発
生
を
減
ら
す

対
策
と
し
て
、
県
で
は
令
和

6
年
度
り
ん
ご
病
害
虫
防
除

暦
の
基
準
薬
剤
に
交
信
か
く

乱
剤
コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー
Ｒ
※
１

を
採
用
し
、
購
入
費
用
の
2

分
の
１
を
補
助
し
て
い
る
。

市
で
も
こ
の
普
及
に
向
け
た

施
策
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
で
は
ど
う
考
え
る
か
。

答
市
内
の
設
置
状
況
は
、

Ｊ
Ａ
津
軽
み
ら
い
の
デ
ー
タ

と
な
り
ま
す
が
平
賀
地
域
と

尾
上
地
域
を
合
わ
せ
て
設
置

率
約
25
％
、
県
全
体
で
も
約

27
％
と
低
く
、
設
置
に
手
間

が
か
か
る
こ
と
や
有
効
性
の

周
知
が
浸
透
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

一
部
の
園
地
の
み
で
は
な
く

多
く
の
農
業
者
の
ご
理
解
、

ご
協
力
が
必
要
で
す
が
、
考

え
方
や
経
営
方
針
は
そ
れ
ぞ

れ
多
用
で
あ
る
た
め
、
面
的

実
施
は
困
難
と
考
え
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
県
の
補
助
の

か
さ
上
げ
支
援
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
コ
ン
フ
ュ
ー

ザ
ー
Ｒ
の
普
及
拡
大
に
向
け

て
、
引
き
続
き
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ

て
啓
発
に
努
め
ま
す
。

葛
か
西
さい
厚
こう
平
へい
�議員

ＰＦＡＳと水の安全 りんごの病害虫
発生防止対策

ことば ことば
※２　ＰＦＡＳ
　　　�有害性が懸念される有機フッ素化合物群。

※１　交信かく乱剤コンフューザーＲ
　　　�害虫であるモモシンクイガの合成性フェロモンを封入した

ポリエチレン製チューブで、次世代の発生が減ります。

水質検査の採水の様子 取り付けたコンフューザーＲ

雪害より弱体化した
りんごの基盤強化を

一般質問

命の水の安全の確保を
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議
員
昨
年
の
青
森
県
内
の

外
国
人
宿
泊
者
数
は
過
去
最

多
と
な
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

新
時
代
の
幕
開
け
と
共
に
定

住
者
も
増
加
し
て
い
る
。
市

内
在
住
の
外
国
籍
者
の
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

答
住
民
基
本
台
帳
に
お
け
る

外
国
籍
の
在
住
者
は
令
和
７
年

２
月
末
現
在
、
男
性
13
人
、
女

性
95
人
の
計
１
０
８
人
で
す
。

在
留
資
格
は
特
定
技
能
、
技
能

実
習
、
永
住
者
な
ど
で
す
。

議
員
高
齢
化
な
ど
の
進
行

で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

中
心
と
な
る
町
会
は
疲
弊
し
、

早
急
に
新
た
な
組
織
・
支
援

体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。

当
市
が
考
え
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
将
来
像
は
。

答
地
域
住
民
が
主
体
と
な

り
、
行
政
と
協
力
し
て
地
域

を
支
え
る
仕
組
み
を
確
立
す

る
こ
と
が
理
想
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
町
会
な
ど
既

存
の
地
縁
組
織
と
地
域
運
営

議
員
相
談
等
を
受
け
た
場

合
、
定
住
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
行
政
上
の
課
題

と
対
策
は
。

答
相
談
等
は
、
就
労
先
の

事
業
所
の
方
や
就
労
先
の
事

業
所
の
方
や
日
本
語
が
話
せ

る
ご
友
人
、
ご
家
族
と
一
緒

に
来
庁
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

１
人
の
場
合
で
も
、
分
か
る

範
囲
で
の
英
語
対
応
や
翻
訳

ア
プ
リ
を
使
用
し
て
コ
ミ
ュ

組
織
が
互
い
に
補
完
し
合
い

な
が
ら
、
多
様
な
地
域
課
題

に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
当
市

は
、
町
会
や
地
域
運
営
組
織

を
「
地
域
づ
く
り
の
パ
ー
ト

ナ
ー
」
と
位
置
づ
け
、
総
合

的
な
支
援
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
新
た
な
地
域
運
営
組

織
の
設
立
に
際
し
て
は
、
地

域
住
民
と
の
十
分
な
合
意
形

成
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政

主
導
で
は
な
く
、
住
民
が
中

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
騒
音
や
ご
み

の
分
別
な
ど
、
文
化
・
風
習

の
違
い
か
ら
生
ま
れ
る
問
題

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
案
内

表
記
の
多
言
語
化
に
取
り
組

む
ほ
か
、
ど
の
よ
う
な
支
援

が
で
き
る
か
聞
き
取
り
を
行

い
、
外
国
出
身
の
方
に
寄
り

添
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
市
民
が
異
文
化
を
理

解
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
も

考
え
て
ほ
し
い
。

心
と
な
り
、
地
域
の
課
題
に

応
じ
て
柔
軟
に
運
営
で
き
る

仕
組
み
の
実
現
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
当
市
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
は
、
今
ま
さ
に
変

革
の
時
を
迎
え
て
い
る
。
後

退
を
恐
れ
ず
、
皆
さ
ん
と
共

に
議
論
を
重
ね
、
学
び
合
い

な
が
ら
、
よ
り
よ
い
地
域
社

会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

佐
さ
藤
とう
　保

たもつ
�議員

市内外国籍者への
支援

葛
か
西
さい
勇
はや
人
と
�議員

地域コミュニティーの
将来像

住民基本台帳の外国籍の在住者は108人います
（令和７年２月28日）

地域運営組織で行ったカーブミラー点検清掃の様子

平川市の国際化に
つなげたい

地域課題に対応する新たな
支援体制の構築を

一般質問
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議
員
埼
玉
県
八
潮
市
で
起

き
た
道
路
陥
没
事
故
を
踏
ま

え
た
、
本
市
の
道
路
設
計
や

維
持
管
理
の
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

答
当
市
で
は
地
形
や
土
質

に
応
じ
た
設
計
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
地
質
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
定
期
パ
ト

ロ
ー
ル
で
異
常
を
確
認
し
、

原
因
調
査
、
復
旧
を
行
い
ま

す
。

議
員
道
路
陥
没
が
発
見
さ

れ
た
と
き
の
緊
急
時
の
対
応

は
。

答
バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
置
し
、

人
や
車
が
落
下
し
な
い
よ
う

二
次
被
害
の
防
止
に
努
め
て

安
全
確
保
を
し
ま
す
。
次
に
、

陥
没
原
因
を
調
査
し
て
復
旧

工
事
を
行
い
ま
す
が
、
下
水

道
管
が
原
因
の
場
合
、
大
規

模
災
害
を
除
い
て
は
、
バ

キ
ュ
ー
ム
カ
ー
を
配
備
す
る

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
下

水
の
使
用
制
限
を
す
る
こ
と

な
く
対
応
す
る
考
え
で
す
。

議
員
八
潮
市
の
事
故
を
踏

ま
え
た
、
今
後
の
道
路
維
持

管
理
の
対
策
は
。

答
道
路
の
陥
没
は
小
さ
な

も
の
で
あ
っ
て
も
事
故
に
つ

な
が
り
う
る
た
め
、
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
発
見
し

た
際
は
早
急
な
対
応
に
努
め
、

埋
設
物
の
管
理
者
と
協
力
し

な
が
ら
、
適
切
な
維
持
管
理

に
努
め
ま
す
。

北
きた
山
やま
弘
ひろ
光
みつ
�議員

議
員
避
難
所
と
な
る
小
・

中
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
。

答
熱
中
症
な
ど
の
健
康
被

害
対
策
の
た
め
普
通
教
室
へ

の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

体
育
館
の
ほ
か
、
理
科
室
な

ど
の
特
別
教
室
は
未
整
備
の

た
め
、
ま
ず
は
設
備
の
必
要

性
の
検
討
が
必
要
で
す
。
国

が
新
た
に
創
設
し
た
空
調
設

備
整
備
臨
時
特
例
交
付
金
は
、

空
調
設
備
の
ほ
か
に
施
設
の

断
熱
性
確
保
の
工
事
も
必
須

で
あ
り
、
整
備
費
用
が
高
額

に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
設
置
に
つ
い
て
は
総
合

的
に
判
断
し
ま
す
。

議
員
防
災
備
品
の
液
体
ミ

ル
ク
の
備
蓄
や
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
整
備
を
す
べ
き
で
は
。

答
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
等
を
踏
ま
え
、
青
森
県
で

は
災
害
備
蓄
指
針
を
修
正
し
、

最
低
限
必
要
な
物
資
と
し
て

食
料
、
飲
料
水
、
毛
布
、
携

帯
・
簡
易
ト
イ
レ
の
４
品
目

の
整
備
か
ら
、
粉
・
液
体
ミ

ル
ク
や
お
む
つ
等
の
17
品
目

に
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
市
で

は
値
段
と
保
存
期
間
等
の

粉
・
液
体
ミ
ル
ク
そ
れ
ぞ
れ

の
メ
リ
ッ
ト
を
整
理
し
て
備

蓄
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
長

期
避
難
を
想
定
し
て
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
を
活
用
す
る
こ

と
か
ら
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の

整
備
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

中
なか
畑
はた
一
ひ
二
ふ
美
み
�議員

平川市の道路施行・
維持管理 避難所環境の改善

一般質問

下水道工事で掘削している様子

市の緊急時の対応は

市の防災備蓄倉庫

命と健康を守るため
避難所の生活環境改善を

議会ｍｉｎｉコラム 鹿児島県曽
そ
於
お
市
し
議会行政視察受入

令和７年５月13日、曽於市議会のみなさまが「共助バス運行事業について、
デマンド交通について」を視察されました。 ひらかわ市議会だより 第78号 10



議
員
交
通
量
の
多
い
県
道

弘
前
平
賀
線
は
、
年
始
の
大

雪
後
の
１
月
４
日
、
道
路
が

狭
く
な
り
両
側
が
す
り
鉢
状

態
だ
っ
た
。
市
は
こ
の
状
態

を
把
握
し
て
い
た
の
か
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

と
っ
た
の
か
。

答
１
月
４
日
以
外
に
も
、

食
ラ
ボ
の
交
差
点
か
ら
薬
王

堂
の
交
差
点
ま
で
の
区
間
で

交
通
障
害
が
起
き
て
お
り
、

市
民
か
ら
の
苦
情
が
あ
り
、

道
路
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。

現
場
確
認
後
、
中
南
地
域
県

民
局
に
道
路
状
況
を
報
告
し
、

除
排
雪
の
要
望
を
し
ま
し
た
。

議
員
12
月
23
日
大
雪
と
な

り
、
屯
所
前
に
は
、
除
雪
に

よ
る
寄
せ
雪
、
置
き
雪
が
う

ず
高
く
積
ま
れ
て
い
た
。
団

員
は
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と

か
ら
す
ぐ
に
片
づ
け
ら
れ
な

い
。
い
つ
起
こ
る
か
も
分
か

ら
な
い
火
事
な
ど
の
災
害
、

有
事
の
際
に
即
応
体
制
が
で

き
る
よ
う
に
、
消
防
屯
所
前

に
は
置
き
雪
を
し
な
い
よ
う

に
配
慮
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
当
市
で
は
除
雪
業
者
に
、

間
口
に
な
る
べ
く
置
き
雪
を

し
な
い
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
全
く
置
き
雪
を
し

な
い
こ
と
は
不
可
能
で
す
の

で
、
一
般
家
庭
の
間
口
と
同

様
、
置
き
雪
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
各
消
防
団
の
団
員
等

で
対
応
し
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

石
いし
田
た
昭
あき
弘
ひろ
�議員

除排雪について
 視察報告

改修後の校舎を確認
金
田
小
学
校　５月14日、改築工事が行われた金田

小学校新校舎を視察しました。金田小学
校は昭和52年から50年間親しまれ、老
朽化のため改築されました。旧校舎の解
体、外構工事により、令和８年度に完了
予定です。
　調査の結果、魅力あるひとづくりの実
現に向けた教育環境が充実しており、充
実した学びの場が提供される校舎である
ことを確認できました。

令和６年度の大雪は市民生活に大きな影響を与えました
説明を受けている様子

金田小学校会議室にて

消防団屯所前の置き雪の
配慮を願う

平川市議会
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